
基調講演

申込QRコード

林 香里（はやし かおり）氏

東京大学理事・副学長（国際、ダイバーシティ担当）

特別講演 大塚製薬のダイバーシティ

田中 静江（たなか しずえ）氏

大塚製薬株式会社 人事部部長補佐
(兼)コンプライアンス部部長補佐

(兼)ダイバーシティ推進プロジェクトリーダー

13：30-16：10

2021.

[月]11.8
オンライン開催 [Zoomウェビナー]

無料／事前申込制
四国国立５大学及び連携機関
四国女性研究者活躍推進ネットワーク会議 参画機関
全国ダイバーシティネットワーク組織 参画機関
教職員・学生・大学院生／一般の方

10／28［木］

参加
対象

参加費

申込
締切

主催 四国ダイバーシティ推進委員会

徳島大学、香川大学、愛媛大学、高知大学、鳴門教育大学、

徳島県立工業技術センター、徳島県立農林水産総合技術支援センター、アオイ電子株式会社、協和株式会社

後援 徳島県、徳島市、NHK徳島放送局、徳島新聞社、四国放送、日本経済新聞社大阪本社、男女共同参画学協会連絡会

■申込方法：下記URLまたはQRコードよりお申し込みください。
https://forms.office.com/r/qJ9s54Ed4D

■参加方法：事前申込メールアドレスへ、前日までにシンポジウム公開URL等をメールでお送りします。

■お問合せ：徳島大学AWAサポートセンター E-mail:awa@tokushima-u.ac.jp TEL:088-633-7538

申込QRコード

平成30年度採択／文部科学省 科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」

四国国立５大学、徳島県立工業技術センター、徳島県立農林水産総合技術支援センター、アオイ
電子株式会社、協和株式会社は、平成30年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ
研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」に採択されました。本事業では、これまでに形成した
女性研究者支援や四国国立５大学連携事業を基盤として女性研究者が持てる力を十分に発揮
できるダイバーシティ研究環境の実現と調和を目的に取り組んでいます。
シンポジウムでは、事業の目的や成果について広く学内外へ啓発広報するとともに、地方におけ
るダイバーシティ推進モデルとなることを目指しています。

女性と東大 ― “インクルーシブなキャンパス“ を考える

講 演
40分
質疑応答
10分

14:10～15:00

15:10～16:00
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講 演
40分
質疑応答
10分
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平成30年度採択／文部科学省 科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」

rogram オンライン開催［Zoomウェビナー］
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主催 四国ダイバーシティ推進委員会

徳島大学、香川大学、愛媛大学、高知大学、鳴門教育大学、

徳島県立工業技術センター、徳島県立農林水産総合技術支援センター、アオイ電子株式会社、協和株式会社

後援 徳島県、徳島市、NHK徳島放送局、徳島新聞社、四国放送、日本経済新聞社大阪本社、男女共同参画学協会連絡会

■申込方法：下記URLまたはQRコードよりお申し込みください。
https://forms.office.com/r/qJ9s54Ed4D

■参加方法：事前申込メールアドレスへ、前日までにシンポジウム公開URL等をメールでお送りします。

■お問合せ：徳島大学AWAサポートセンター E-mail:awa@tokushima-u.ac.jp TEL:088-633-7538

申込QRコード
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13:30～16:10

来賓挨拶

基調講演 女性と東大 ― “インクルーシブなキャンパス“ を考える

溝口 浩和 四国ダイバーシティ推進委員会委員長、徳島大学理事・ 副学長

座長 丹黒 章 徳島大学AWAサポートセンター 副センター長
大学院医歯薬学研究部 研究部長特別補佐

徳島大学副理事、AWAサポートセンター長
大学院医歯薬学研究部 助産学分野 教授

文部科学省 科学技術･学術政策局人材政策課（予定）
13:50～14:10

16:00～16:10

開催挨拶 野地 澄晴 総括責任者、徳島大学長

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）13:30～13:50

～連携機関におけるダイバーシティ推進の現状と今後の方向性～

林 香里（はやし かおり）氏
東京大学理事・副学長（国際、ダイバーシティ担当）

特別講演

座長 葉久 真理

大塚製薬のダイバーシティ

田中 静江（たなか しずえ）氏
大塚製薬株式会社 人事部部長補佐
(兼)コンプライアンス部部長補佐
(兼)ダイバーシティ推進プロジェクトリーダー

講演
14:10～14:50

質疑応答

14:50～15:00

閉会挨拶

質疑応答

15:50～16:00

講演
15:10～15:50

ご略歴 1963年名古屋市生まれ。ロイター通信東京支局記者、東京大学社会情報研究所助手、
ドイツ、バンベルク大学客員研究員（フンボルト財団）を経て、東京大学大学院情報学
環教授。2021年4月より東京大学理事・副学長（国際、ダイバーシティ担当）。
社会情報学博士。東京大学 Beyond AI 研究機構「AIと社会」プロジェクト・リーダー。
専門はジャーナリズム／マスメディア研究。

要 旨 東京大学は19世紀から今日まで、日本の他の大学と同様、組織全体のあらゆる面が
「日本人男性」仕様で発展を遂げました。21世紀のいま、これを反省的に捉え返し、
ダイバーシティとインクルージョンを大切にする組織へとつくり変えるのは容易なこと
ではありません。本講演では、東京大学の過去と現在をジェンダーの観点から紹介する
とともに、今年の4月に発足した新執行部の今後のビジョンを共有させていただき、
みなさんと日本の高等教育の未来を考えていきたいと思います。

休憩
15:00～15:10

ご略歴 大学卒業後大塚製薬に入社し、7年半の医薬情報担当（MR）の勤務を経て、社会保険労
務士を取得したことをきっかけに人事部に異動。以降、労務、ハラスメント等を担当。
2007年からダイバーシティ推進プロジェクトを兼任。
2015年から推進プロジェクトリーダー

要 旨 大塚製薬では、ダイバーシティという概念が浸透していなかった1980年代から、企業の
成長の原動力となる革新的な製品やアイディアを生み出すためには、多様な人材の活躍
が必要と考え、経営トップ自らダイバーシティを積極的に推進してきました。
1990年から行っていた取組みや、多様な社員のキャリア継続のための育児や介護に関す
る制度、モチベーションの維持・向上のための様々な施策等と女性の活躍事例について
ご紹介します。
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